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( タイ トル夫字 は守矢 ・h 内 楽爪 さん < T E L ! 7 8 2 1 3 5 6 > の作品)
一― 党 = 山 近 迎 の名 店 を続 々総 介 し孝す f  一―

< 今 回 勝、「ウァン2 7 セ ツ」とんです>

広 小 路 通 南 側 、覚 王 山バ ス 停 近 くに建 つ覚 王 山 プ
ラザ ビル 、そ の 1 階 左 手 前 の 7 テ ィックが , 7 ン 2 7 七
t y さ

ん で す 。

ま、す、お店の名前が印象的なので、その由来を店
長さんに関 しヽてみま した。いゎ く、ヴ7ン ・と γ`勝7
ランス語で 27の 意味、27こ けlう数字に勝印験的む思
い出が多く不思鋳けれを感じるのだとか。

長母記臨 譜 胡 軍「塁墳域摺 潜 稿 習 球
く有が解これじだそうです。店長のお人柄が偲ばれま
す。

独特な雰囲気のお店は、少 し覗 くと吸しヽ込まれそ
う。ブテ ィックとはしヽえ、品揃えは洋服だけではな
く、アクセサ リーを含め多種多様。皆構も、一たび
来店すれぼ必ず何お1欲しい物が見つかるのではないで
しょう/o h。

博抑 軸 糸 弾 押 岬 醇 翠 津

●民主党新代表に前原調司さん

r党再建のため、共に頑張りましょう |」
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